
 

令和７年９月９日  

 

 小竹町長  井 上 頼 子  様 

 

                    小竹町水道事業運営審議会 

                      会長  依 田 浩 敏    

 

小竹町水道事業の今後の経営及び運営について（中間答申） 

 

 令和７年７月３日付け７小水第１６６号で諮問のあった標記の件について、

下記のとおり中間答申いたします。 

 

記 

 

１ はじめに 

  水道事業は、人口減少に伴う水需要の低下が予想されるなか、保有施設の老

朽化の進行や、耐震化への対応など、全国的にも多くの事業体が課題を抱える

状況にあります。 

  当審議会では、小竹町水道事業の今後の経営等について諮問を受け、現状把

握や財政見通し等を踏まえ、経営健全化の観点から慎重に審議を進めており

ます。審議は継続中でありますが、今後の審議の方向性を定める事項について

先議し、とりまとめを行いましたので、中間答申いたします。 

  今後も、詳細なデータを踏まえながら、小竹町水道事業の経営及び運営につ

いて、さらに審議を深めてまいります。 

 

２ 中間答申「料金水準の適正化について」 

  小竹町水道事業は、昭和３１年の創設以来、生活に欠かせないライフライン

として、安全な水を安定的に供給するため、独立採算の原則に基づき、経営を

継続することができました。しかしながら、収益の８割以上を占める水道料金

については、住民生活に配慮しつつ、平成元年度の改定を最後に３５年以上据

え置かれており、今では人件費や物価の高騰なども背景に、必要な経費が料金

で賄えていない状況が続いています。特に、施設の老朽化対策においては、収

支に余力がないために必要な更新投資を控えざるを得ず、課題の先送りとな

っています。 

当審議会におきましては、水道の使用状況の分析のほか、将来予測に基づき、



経営健全化への取組について検証を行いました。しかしながら、これらの取組

を継続してもなお、現行の料金水準では必要な費用が賄えず、令和８年度には

資金が枯渇する見込みであり、施設老朽化への対応も困難となることから、将

来にわたる安全な水の安定供給に支障が生じることが予見されます。 

  よって、現行の料金水準は適正であるとは言い難く、小竹町水道事業の持続

的運営のためには、事業経営の基盤強化が急務であり、水道料金の改定により

収益改善を図ることは止むを得ないと判断します。 

 

３ 付属資料 

  この中間答申をまとめるにあたり、事務局から提示された試算資料等をも

とに作成した付属資料を添付します。 

 

 

 

 


